
 

報告書の作成に寄せて 

 

冒頭に、平成29年３月27日に発生した那須雪崩事故で亡くなられた７名の生

徒と１名の教員の皆様に心から哀悼の意を表するとともに御遺族の皆様に心か

らお悔やみ申し上げる。また、けがをされた方々の一日も早い回復をお祈り申

し上げる。 

平成29年３月27日那須雪崩事故検証委員会（以下「当委員会」という。）は、

本件事故の発生状況、課題等について検証を行い、事故の再発防止を図るため、

平成29年４月11日に設置され、栃木県教育委員会や関係学校等における基本調

査結果及び御遺族等の要望の内容等も踏まえ、栃木県高等学校体育連盟主催（登

山専門部主管）の春山安全登山講習会の計画や内容、引率教員の雪山経験や指

導歴、事故発生当日の行動や判断の状況、雪崩事故発生時及びそれ以後の救助

活動や保護者等への連絡などの緊急対応、栃木県高等学校体育連盟及び各学校

の対応などについて、追加の資料収集や現地調査、関係者の聞き取りを行った。 

 本報告書は、第一次報告後に、事故に遭遇した生徒やその保護者、関係教員、

栃木県高校体育連盟関係者などを対象に、追加の聞き取り、資料収集などの調

査を継続して更なる検証を進めるとともに、当委員会での約６か月にわたる検

証結果を整理し、論点に基づいて分析・検討し、類似の事故を繰り返さないた

めの提言を付して取りまとめた最終報告書である。 

 栃木県高等学校体育連盟は、昭和34年に高等学校の体育・スポーツの健全な

発達を目的として結成され、三つの地域支部、35の競技別専門部、定通部及び

三つの委員会で構成されており、全国的に活躍する種目も多く、長年にわたり

体育・スポーツを通して有為な人材を育成し、県内外に輩出していると聞いて

いる。競技別専門部である登山専門部は、昭和31年に当時の栃木県学校体育連

盟（高校部）の専門部として発足し、その後、現在の位置付けとなった。昭和

49年に今市工業高校男子、昭和60年に真岡高校男子、平成５年に鹿沼東高校女

子が全国高等学校総合体育大会で優勝するなど、栃木県内の高校登山部は活躍

を続けてきており、各校において活発な活動が展開されてきた。事故が発生し

た春山安全登山講習会は、昭和33年より実施しており、安全登山に必要な知識

や技術を習得させることを目的としている。残念ながら、その講習会の中で、

本件事故が発生してしまった。 

 近年は、2022年国民体育大会の栃木県開催内定や2020年東京オリンピック・

パラリンピック開催決定を契機として、県民のスポーツに対する関心が高まり、

高校スポーツの持つ多彩な魅力と意義が一層認識されつつある重要な時期でも

ある。今回の検証と提言に基づく安全対策を講ずることは、将来及び現在の体

育・スポーツに取り組む全ての生徒にとっての安全確保と充実した活動につな

がることから、栃木県のみならず我が国の体育・スポーツ活動充実のためにも

喫緊の課題であるといえる。 

 



 栃木県教育委員会、栃木県高等学校体育連盟・登山専門部、関係高等学校はも

ちろん、全国の高等学校及び教育団体、登山専門機関などの関係者は、このよ

うな事故の再発防止を重い課題と受けとめ、本報告書の内容と提言を参考とし

て、学校の安全確保のための諸活動に取り組まれることを期待する。本検証の

結果が、現在及び将来の学校や地域の安全確保につながり、栃木県のみならず

我が国の高等学校等において、二度とこのような事故を起こさないという決意

を胸に、報告書に盛り込んだ必要な対策等を着実に実践することを願い、亡く

なられた７名の生徒と１名の教員への供養としたい。 
 なお、今回の事故の深刻さに加え、栃木県教育委員会及び関係者のみでは改

善策の実現が困難であることも予想されるため、国（スポーツ庁）及び日本ス

ポーツ振興センター（国立登山研修所）、気象庁等の行政機関や防災科学技術研

究所など研究機関などに対する各方面からの支援の必要性についての提言も 

行っている。関係者においては、我が国の高校生等の登山部活動の安全と充実

のため、御尽力いただきたい。 
 最後に、本委員会の検証に御協力いただいた多くの機関・団体並びに関係の

方々に心からの謝意を表する。 

 

平成29年3月27日那須雪崩事故検証委員会 委員長 戸田芳雄 
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